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米国満樹 （理 寸主主ー． 部）
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阪本寧男 （農 学 部）
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学 剖l 募集人民 入学者数
外国人留 学生 数 編第入3 ~学'f:年者 ノr'¥-
国費 私費
総合人間学部 130 134 3 3 137 
文 学 部 220 222 10 232 
教育 学 部 60 63 9 72 
法 学 部 400 408 1 1 8 417 
経済学部 240 241 2 4 6 7 254 
翌日 ~子•L. 部 326 326 327 
医 学 部i 100 102 102 
~ 学 官 80 85 1 1 86 
工 学 部1 1,060 1,061 2 8 10 8 1,079 
2是 学 部 325 335 335 














研究科 入学者 t口h 寺H,. ノl、百十 小計 合百｜
国費私費 （斡） 国費不i.~f 学者 国費私費
文学研究科 89 90 
教育学研究科 18 19 
法学研究科 58 2 8 68 
経済学研究科 42 3 12 57 
理学研究科 249 5 4 258 
医学研究科
薬学研究科 62 2 64 
工学研究科 676 12 24 712 
農学研究科 191 14 2 207 
研人間 ・究環境学科 115 4 3 122 

































13 37 3 2 42 55 
2 18 1 19 21 
1 2 4 14 3 4 21 25 
1 4 14 15 19 
4 34 119 5 124 158 
2 5 129 5 3 137 142 
3 16 16 19 
11 67 83 5 89 156 
10 29 57 5 3 65 94 
4 28 28 154 






事 業 r. 構造・階 面積 備 考
教事業職以施設整備i
R3-l 1 OOOm' 
教職員福利施設
老朽化対策事業
改農学部総合館等修 R (27目550) Rは欽筋コ ン
老朽1機~Ji t幹設備改稗 クリート構造





















IJr 講日 議 自市 ア てr
5月16日 経済研究所教授 イ左手口隆光 「文化」としての技術
5月23日 医学部助教授 米合義 H行 テクノロジーの医学への応用
5月30日 工 学 部教 J受 岡山市守！万 211卜紀 ・地球・化学技術
6月6日 農学部教 J受 大山莞爾 植物バイオテクノロジー
6月13日 工学部教綬 駒井謙治日I 先端機械技術の展開
1E 」， 貝 120名
受 講料 6,000円 （全講義を通しての受講料です。）
女水曜講義
IJf. 講口 講 師 ア マ＜
5月18日 文学部教授 朝尾直弘 秀吉の戦争 城で攻め鉄砲で守るー
5月25日 化学研究所教授 新庄輝也 新しい物質をつくる
6月1日 農 学 部教授 島｝！江 武 コメと稲作 その環境と未来
6月8日 経済 学 部教授 赤岡 功 エレガント ・カンパニ一 人にやさしい企業経常
6月15日 総合人flJ学部助教授 高橋由典 感情の社会学


















は，第 1稜 （海外派遣）33名，第2種 （海外からの学者相へい） 12:?'1，第4種（大学行政上の渡航） 3 
名及び第4粒（大学問協定校との交流） 4名 ・1件で それぞれ次のとおりであった。
1. 第 1類第1種 （海外派遣研究員）
本学教官が専攻する学問分野等について調査研究のため，海外に派泣される場合に，助成金（往復航
空賃及び滞在費）を交付するもので，派遣区分は，者手研究者 ・長期 （概ね 1年），若手研究者 ・国際
研究集会， 6カ月， 3カ月及び1カ月がある。
派遣区分 所属部 局 職名 氏 名 派（地
遺
主）国 研（国｜努研究究集題会等名）目
文 学 部 助手 上村 博 フランス 19世紀フ ランス思忽とフエリアクス・ラヴェッ ソンの研究
長期 工 学 部 助手 j笈口 i'r j台 アメリカ合衆国 論理設計の形式的検証に関する研究
化 学 研究 所 助手 井上正志 アメ リカ合衆国 時分割光学的測定を用いた高qア匂し分子ガラスの局所運動に関する研
J午 第ぷ：＜＇＜λ 6回パークベック ・ディケンズ己主
文 学 剖1助教授 佐々木 徹 述合王同 「クリスマス ・キャロル」出版
150年記念大会
工 学 剖1助 手 和田健 司 アメリ カ合衆国 メタンとアルカ ンの変換化学に関す
手 るシンポジウム
工 学 剖i助手 長谷川 幸 雄 アメリカ合衆国 第40阿アメリ カょ~~学会
1;i 学 剖i助教J受 t公 ）~ f散 オ スー トラリア 第15阿国際栄B学会
『好
国際 fJ 学 剖i助手 m 中 事時 オ スー トラリア 第2回国際土成クラス トシンポジウム
研究 極疋限温度耐性タンパク質の構造，安
究 化 学 研究所 助手 有 村 徹 スイス 性，および動力学に関するワークショップ
集 会 化 学 研究所 助手 際 J十 善二 アメリカ合衆国 米国材料学会1993年秋年会
者 胸部疾患研究所 講師 (ly 村出 ー イタリ ア ヨーロγパ呼吸接病学会第3阿年次総会
防災研究所 助手 小 泉 尚嗣 アメ リカ合衆国 米国地球物理学述合秋季大会
アフリカ地域 助手 ilt 田 il'% 義 エチオビア 第プ1回国際エンセーテワーク ショッ研究セ ンター
医療技術短期部
大学 助手 浅 川康 吉 台湾 第5回アジア理学療法学会
医学部附属病院 助手 1k m 立青 アメリカ合衆国 癌温熱化学療法に関する基礎的研究
6 カ月 J' 学 古~I 助手 徳地直チ アメリカ合衆国 森質林生態系における水に伴う養分物の循環
環境保 全 助手 酒井伸 一 ドイ ツ述邦共和国 ・ 有害と廃棄物の管廃棄理体物系をに心関する研究セ ン タ ー オランダ くに研究 中として
総合人間学部 教授 山 本淳 一 フランス フランス中世文学の研究
経済 学 部 教授 瀬地山 敏 イタリア・迎合ヱ 技社術会革新の開発と ・普係及 ・移転すと経究済国・アメリカ合衆国 システムの関に関る初f
3 カ 月 人間 ・環境 学科 助教授 {jト従 勉 フラ ンス ・スイ ス ・ 1920年代ル ・コルピュジェ建築・都研究 イタリア 市i論の形成についての研究
へ リオトロ ン 。田ー Dトカマクにおける電子サイ核 融 合 研究 助手 長 崎百伸 アメリカ合衆国 クロトロン加熱の研究セ ノ タ
一771-
京大広報 1994. 4. 15 
派遣区分 所属部局 職名 氏 名 派（地遣域）国 研（国際研究究集題会等名）目
総合人間学部 助教授 若松佑子 ドイツ連邦合衆共和国 ・アメリカ 国 魚類の発生生物学に関する研究
文 学 部i助教疑 中村紘一 アメ リカ合衆国 南北戦争がアメリカ文学（特に南部文学に与えた影響




法学研究科 助教授 ：！！！！：下楢彦 ドイツ述手［I共和国・ 日独伊戦後政策治定の比較研究共同プロイタ リア ジェクトの
理 学 部 助手 嶺重 慎 連合王国 活動銀河核における放射機構の研究
癒抑制遺細伝胞子 RBの人為的発化現調節
1 カ月 医
：出子． 部 助教J受 高橋 玲 アメリカ合衆国 による癌 の表現却の変に｜廻す
る研究
薬 学 剖l助 手 矢 崎 一・史 ドイツ連邦共和国 ムラサキ培養細胞にお物けるシコニン生合成に関わる分子生学的研究
工 p寸aー． 部 助手 平尾和li羊 フランス パリ建築規制の流れと都市形成の展開に関する基礎調査
人文科学研究所 助教授 高凹時雄 イタリア キリシタン中国語学の研究
霊長類研究所 助教綬 松沢哲郎 ブラジル ヒトを含めた霊長類の認知！発達の筏間比較と桂内比較の研究
放総射合性セ同ン位タ元素ー 助手 伊藤 in 連合王国 ・ドイツ連 高性能位置感応型比例計数管の開発ヂ［I共和国 ・スイス 研究
医大療技学術短期部
スポー ツ障害に対学す療るリハビリテー






区分 受入部局 招へい学者名 国名・所属機関・職名 研 ’プ＂＇し 題 日
医 学 剖1日長 美？各 中華人民共和国 ・河南医科大学 TS！ 受容体自己免疫機構に関す附属医院 ・内科首席医師 る研究
若手 薬 l子., 者fl KHAJADPAI タイ ・原チカ平手LI利用オフイ 99nTc・テクネチウム放射性医薬研究者 THIPYAPONG ス・核科学研究所研究員 品にl刻する基礎及び応用研究
化学研究所 Vincenzo イタリア ・フィレンツェ大学 ・ 細菌2－ハロ酸デハロゲナーゼの構NARDトDE! 薬理学部講師 造と機能
文 学 部 5長 少康 中華人民共和国 ・北京大学中文 日中詩話の総合的研究系 ・教授
理 学 部 W.P. Halperin アメリカ合衆国 ・ノースウエス 極低温における量子凝縮系の研究タン大学物理学教室 ・教授
工 ザ旦t」． 部 Andras Frank ハンガリー ・Eotvos大学 ・教 グラフの連結性とネ y トワークフ一 般 授 ローに｜刻する研究
工 学 部 Asher Rubinstein アメリカ合衆国 ・Tulane大 先進複合材料の変形と破岐に関す学 ・助教授 る微視力学的研究
モンゴル ・NationalResearch モンゴル乾燥地域における伝統的
農 寸ょu」． 部 Chu ltemsyrengi n Institute of Pastoral Animal 遊牧家畜生産システムにみられる
Renchinmyadag Husbandry in Gohian Zone ・主 諸問題とその解決策に関する研究任研究員
-772-
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区分 受入部局 招へい学者名 国名・所属機関・職名 研 ~ 題 日
~ 寸主2♂． 部 Aly Nabin エジプト ・アインシャムズ大 農業用水管理システムと潅税効率El-Bahrawy 学 ・助教授 及び水質環境保全との関係
人間・環境学 James Wiliam カナダ ・アルパータ大学化学 分子認識性ヘテロ環化合物の合成
石Uf 究 科 Lown 科・教J受 とミクロ及びマクロ環境への応月l
一般 アメリカ合衆国・ワシントン大 bcl-2のアポプトーシス阻止作ITJウイルス研究所 Stanley Korsmeyer 学医学部・教綬 と細胞内R変化還元状態の関連
アフリカ地成 Robert E. アメリカ合衆国 ・コネチカット マダガスカルぬにおける環境変化




所属・職 1'" 氏 名 JVJ 間 渡航目的国 派 泣 円 f的
施 設 剖l 長 ft 板 ,f¥ 之 5. 9.10-5. 9.20 フフンス，イタ ヨーロッパにおける大学等の施設調任リア








受入部局 紹へい学者名 国名 ・所属機関・ 4院名 fdf 町7し ！題 日
文 こ戸 剖lAndre LACA UX フランス ・パリ第7大学 ・助教J受 フランス文学，フランス絵画論
文 寸二 剖1 Marc BUFFAT フランス・パリ第7大学 ・助教授 181仕紀フランス文学の研究
John Gareth i聖子干王J国受 ・イーストアングリア大 イギリス家族財産法及ひ荊1続法（Lawson 法学研究科 Miler 学・教 副学長 Fるa比mi較ly法Pr的op研er究ty and Succession に｜刻す
医 i主 剖1Sarah BOUDAL Y フランス・パリ第7大学・議師 自己反応性T細胞受谷体に｜泌する研究
（セミナー開催）
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ITC!] 
松越 奨 薬学部助教授
本学薬学部助教授松越奨先生は， 3月22
日逝去された。享年420
先生は，昭和49年長崎大学薬学部を卒業，昭和
52年本学大学院薬学研究科修士課程修了，昭和55
年2月｜百！博士後期課程退学後，本学薬学部助手を
経て，平成元年4月間助教授に就任された。
先生の専門はペプチド ・蛋白質化学で，特にペ
プチド合成化学に関する研究で数多くの業績をあ
げられた。先生の開発された二備官能性試薬を用
いる化学選択的合成ペプチド精製法は，長年の懸
案であった回相法合成ペプチドの効率的精製法と
して国内外から高い評価を受けている。著書とし
て『タンパク質化学11ー ホルモン系蛋白質および
ポリアミン 』カfある。
また，先生は学部及び大学院学生の教育 ・研究
指導にも熱心に取り組まれ，多数の優秀な後進の
育成に尽力された。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（薬学部）
西 山州三 名誉教授
本学名誉教授西山州三先生は， 4月2日逝
去された。享年83。
同名誉教授は，昭和8年京都帝国大学工学部建
築学科を卒業後，住宅営団技師，本学講師，営繕
課長，助教J受を経て，昭和36年工学部教授に就
任，同49年に退官され，京都大学名誉教授の称号
を受けられた。
先生の専門は，建築計画学及び地域生活空間計
画学で，中でも住居学 ・住宅計画学の研究におい
て数多くの優れた研究業績を残された。主な著書
に『住居論』，『住宅計画論』， r日本のすまし＇ J'
r地域空間論』，『住宅問題講座 （編著）』，『21世紀
の設計（編著）』等がある。また日本建築学会副
会長， H本学術会議会員（第 5-9期）を務めら
れ学術体制の発展に寄与された。これら一連の研
究活動，学術上の貢献に対し，昭和61年日本建築
学会大賞・を受賞され，同58年には勲二等瑞宝章を
受けられた。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（工学部）
護舎
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